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Book Review

『昨夜のカレー、明日のパン』

（河出書房新社）

著者、木皿泉は神戸在住の和泉 努さん
と妻鹿年季子さん夫妻が共同で使用してい
る筆名です。「すいか」や「野ブタ。をプロ
デュース」「Q10」など、TVドラマの脚本で
ご存じの方も多いのではないでしょうか。あ
りふれた価値観に流されずまっすぐで、それ
でいて温かな作風が魅力のひとつです。
この本は著者の初めての小説です。28
歳のテツコは、7年前に他界した夫、一樹
の父と今も暮らしています。テツコには岩井
という恋人もいます。普通の家族という形
に収まらない彼らを中心に、一樹の幼馴染
のタカラ、従弟の虎尾、すでに亡き母の夕
子ら、周りの人々のエピソードを重ねた連作
短編集です。
神戸新聞に連載中のエッセイの中で、こ
の小説は「人と別れるのに何年もかかってし
まうような」人たちの話だと著者は言ってい
ます。人の死という、身近であるほど飲み

込み難い現実を、
それでも続く暮らし
の中にどう包んで
いくか。一樹の車
を譲り受けた虎
尾、一樹とともに遊んだタカラ、7年の歳月
を経た思い出は別の意味や役割を持ち、途
切れることのない時間の中で新たに息づき
始めます。
つらい出来事に遭い途方にくれるようなと
きでも、前を向いて進めと励まされることが
あります。けれどそう簡単にいかないときもあ
るでしょう。ただ、繰り返される日常に身を
置いて、少しずつ受け入れられる自分に変
わってゆけるのを待つ。その変化を恐れさえ
しなければ、どうにもならないことなんてそれ
ほど多くはないのだと、この本は教えてくれ
ている気がします。
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。
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